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26) 過去 1年間の骨折統計

吉原病院整形鈴木正己 

外科松尾成久 

本院は立地条件により，産業，交通災害が多く，
1年間の骨折患者は 164名で，外来総数の 5%K当
り，内， 複雑骨折は全骨折の 24%に及び， 指祉に
多い。年令，姓別は諸家の報告に相似し，新鮮骨折
が殆んどを占める。骨折部位は，掌指骨，鎖骨，腔
骨，頭骨，排骨，尺骨，足Jel上骨，槙骨，肋骨，脊椎
骨，大腿骨，骨盤，上腕骨，膝蓋骨の順であり，治
療は観血的治療 44例(キノレシューナ  ー17， プレイ
トク 7，骨縫合 7， キュンチャー 5， スクリュー 2，
其の他)であり，非観血治療はギプス，シーネ，其
の他となっている。入院期間は一概に云えないが，
大腿骨平均 58日， 次で脊椎骨， 骨盤，頭骨腔骨等
の}r買であり，治療成績は未だ短期間で判定不能なる
も，大部分は結果良好であり，明らかな失敗例は，
大腿頚部骨折 (56才女)に対して，ホワイトマン整
復固定施行，ギプス固定不良の為に骨頭萎縮を惹起
し，反省と今後の治療方針を試みた。 
27) 小宮山病院就任後 2ヶ月半の統計

小宮山病院整形新井多喜男 

私は本年 4月より甲府市小宮山病院に勤務し，そ
の間 3カ月間の統計を観ると， 外来患者数 1390名
で，その中一般外科 59.8%，整形外科 20.9%，内臓
外科は 19.8%であり，整形外科系では関節捻挫が  
29.29-6，腰痛，骨折， 関節疾患のJI鹿児なっている。
手術症例は， 虫垂炎が最も多く， 1日平均 2例
であり，整形外科系では骨折が多く，手術種類は 
Kuntscher Nagel Fixationが最も多い。
28) 本院に於ける最近 5ヶ年間の骨折に関する小
統計
路名外科蛇名寿家夫
最近，交通事故による骨折患者が激増している。
本院で昭和 30年 1月より 34年 12月迄 5カ年聞に
取扱った骨折患者 580例中，交通事故によるものが 
62%を示し，その内四肢長管骨々折 240例について
みると交通事故によるものは 80%である。
而も多発性骨折患者が増加しつつあり 34年度は 
30年度の 10倍に及んでいる。之は交通外傷患者が
重症複雑となりつつある事を物語るものであろう。
更に四肢長管骨の治療成績を A群及び B群(中等度
以下の関節拘縮等をの ζしたもの) C群(偽関節，
強い関節拘縮や短縮等をのこしたもの)氏、分けると 
A群は 223例 (93%)， B群は 7側 ((2.8%)， C群
は 10例 (4.2%)であった。
西沢;キュンチャー抜去の時期は何時が一番良い 
か。
石川(芳);髄内釘抜去は， tレ」線的に骨癒合状
態を確認してから行っている。私の処では，大腿骨 
6~8 ヵ月，子供では 3~4 カ月， 下腿，上腕骨 4 
~6 カ月である。 
29) 開業 4ヶ月の外来及び入院患者統計

青木病院青木 淳

開業 4カ月，その聞の来院患者について，社会保
険，国民健康保険，自費の区別，年令，男女別，疾
患を大略，整形外科的，一般外科的，内科，其の他
等Iと別け，更に通院期間，転帰，特に社会保険，国
民健康保険の患者については，治療費の点数につい
て，以上の諸項目にわたる調査を行い，各項目につ
いて多少の私見をのべた。 
30) 開業 1年を顧みて

石橋病院石橋文太 

開業 1年を顧みて，其の実態報告を行い，日常診
療に於て気付いた 2，3の問題にふれ， 叉それが反
省を報告した。
即ち，乳幼児手術に於て，チオパール直腸麻酔を
施行して居るが，比較的安全，容易で，入手もいら
ず， ζの麻酔法のみで，先股脱に対する臼蓋形成術
(コロンナ〉も施行し得て， 推奨出来る麻酔法と考
へる。
叉，小児の大腿，下腿，上腕骨折等に対し，徒手
整復後，キルシュナー鋼線lζて骨折部をイモ刺しに 
し，骨折部の固定性を得さしめてより，ギプス装着
する方法の利点を述べた。
叉，椎間板へ Jレニア症に対する手術療法に於て，
後方よりする椎弓切除椎間板別出例の失敗例を報告
し，鈴木式経腹膜的椎間板切除椎体前方固定術の優
秀性を痛感した。
渡辺(良);椎弓切除で，術後急に麻痔症状が来
たがその原因如何。
答;聞いて見ないから良く分らないが haemato-
myelieではないかと思う。
